
■保護者・地域と共に行う一日防災学校 （伊達市）

Point 保護者、地域住民の方とともに命を守る防災教育の充実を図る。

写真

写真

●学校名 伊達市立東小学校

●実施学年 全学年

●ねらい 地震、津波、噴火などの身近で起きうる自然災害について正しく理解し、
防災・減災行動について自ら考え、判断できる力の育成を図る。

●内 容

○主な活動 □教師等の働きかけ 備考

○津波避難訓練（地域住民の参加）
○1年防災スリッパ作り
○2年防災体験段ボールベッド作り
○3年消防署見学
○4年火山マイスターによる話
○5年防災教育講話
○6年有珠山噴火語り部
○引き渡し訓練（保護者の参加）

□津波警報時の行動や避難の
仕方のについて地域の方と
確認を行った。

□市や消防署、地域人材等の
協力による体験型の学習を
行った。

□訓練を通して、校内での引
き渡し方法について保護
者と確認を行った。

・1日防災学校と
して実施

・保護者、地域
住民の参加

●児童生徒の声

・家に帰っても防災スリッパを作ってみたい。
・有珠山は噴火前に地震で教えてくれることが分かった。
・あかつき公園の下には水が貯水されていて、災害時には水を調達できることが分かった。

【津波避難訓練】

【防災体験段ボールベッド作り】


